
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
7
月
6
日

に
、
2
0
4
0
年
ま
で
に
国
内
に

お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
車
お
よ
び
デ
ィ

ー
ゼ
ル
車
の
販
売
を
禁
止
す
る
旨

を
発
表
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な

い
7
月
20
日
に
は
イ
ギ
リ
ス
政
府

も
同
様
の
内
容
の
発
表
を
行
っ

た
。
ド
イ
ツ
や
オ
ラ
ン
ダ
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
で
も
同
様
の
動
き
が
見
ら

れ
、
米
国
の
一
部
の
州
や
中
国
で

は
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ
ー

ク
ル
（
Ｚ
Ｅ
Ｖ
）
規
制
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。

「
脱
内
燃
機
関
」
の
潮
流
に
対

す
る
個
別
企
業
の
対
応
は
様
々

だ
。
ボ
ル
ボ
は
、
19
年
か
ら
全
車

種
を
電
気
自
動
車
も
し
く
は
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
に
移
行
す
る
こ
と
を

表
明
し
た
。
日
産
は
、
蓄
電
池
事

業
を
売
却
す
る
一
方
で
、
フ
ラ
ン

ス
で
1
0
0
Ｍ
Ｗ
の
電
力
貯
蔵
施

設
を
建
設
す
る
計
画
を
検
討
す
る

な
ど
、
電
気
自
動
車
の
新
た
な
展

開
を
模
索
し
て
い
る
。
そ
れ
と
は

反
対
に
、
マ
ツ
ダ
は
ト
ヨ
タ
と
の

資
本
提
携
に
よ
り
電
気
自
動
車
の

技
術
供
与
を
受
け
つ
つ
も
、「
Ｗ

ｅ
ｌ
ｌ

ｔ
ｏ

Ｗ
ｈ
ｅ
ｅ
ｌ
」

で
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出
削
減
に
拘
り
を

持
っ
て
内
燃
機
関
の
更
な
る
省
エ

ネ
化
を
目
指
す
と
し
た
。
Ｂ
Ｍ
Ｗ

や
ダ
イ
ム
ラ
ー
な
ど
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
の
「
延
命
」
に
向
け
た
動
向

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
自
動
車
業
界
の
動
き

は
、
他
の
業
界
に
も
大
き
な
波
紋

を
広
げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
電

力
・
ガ
ス
・
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
業
界
へ
の
影
響
を
考
え
て
み

た
い
。「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
通
じ
た
低
炭
素
化
」
や
「
蓄
電

池
普
及
に
伴
う
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
」
な
ど
の
テ
ー
マ
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
業
界
に
お
い
て
従
前
か

ら
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
当
事
者

で
あ
る
電
力
・
ガ
ス
・
石
油
会
社

は
積
極
的
に
は
推
進
せ
ず
、
結
果

的
に
取
り
組
み
の
進
捗
は
芳
し
い

状
況
に
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

命
題
に
対
し
て
自
動
車
業
界
が
本

気
で
取
り
組
む
と
な
れ
ば
、
様
相

は
一
変
す
る
。
低
価
格
化
、
軽
量

・
小
型
化
、
耐
久
性
向
上
、
量
産

化
、
販
売
力
な
ど
自
動
車
業
界
が

持
つ
力
は
大
き
く
、
著
し
い
進
展

が
期
待
で
き
る
か
ら
だ
。

こ
れ
に
気
付
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
社
は
、
自
動
車
業
界
の
動
き
を

分
析
す
る
と
と
も
に
、
や
が
て
到

来
す
る
未
来
を
シ
ナ
リ
オ
で
描

き
、
打
ち
手
を
検
討
し
始
め
て
い

る
。
電
気
自
動
車
の
普
及
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
2

排
出
抑
制
と
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
会
社
は
供
給
す
る

電
気
の
低
炭
素
化
を
進

め
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
後

ろ
向
き
で
あ
っ
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電

源
開
発
を
加
速
さ
せ
た

り
、
Ｃ
Ｏ
2

削
減
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
Ｃ
Ｏ
2

貯

留
・
回
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
さ
せ
た
り
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。

ま
た
、
電
気
自
動
車

が
普
及
す
る
世
界
で

は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
蓄
電
池
の
価
格

が
技
術
進
展
や
量
産
効

果
で
大
幅
に
低
下
し
て

い
る
は
ず
で
、
結
果
と

し
て
「
電
化
」
が
進
む

可
能
性
が
高
い
。
そ
う

す
る
と
、
ガ
ス
会
社
や

石
油
会
社
は
本
業
が
苦

し
く
な
る
。
さ
ら
に
、

安
い
蓄
電
池
を
活
用
し

て
需
要
家
に
よ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
自
産
自
消

（
自
分
で
発
電
し
自
分

で
消
費
）
の
動
き
が
広

が
る
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
売
っ
て
収
益
を
上
げ

る
従
前
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
は
立
ち
行
か
な
く
な

る
。今

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
業

界
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
こ
う
し
た
状
況

下
に
お
い
て
も
自
ら
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
で

新
た
な
事
業
機
会
を
探
索
す
る
姿

勢
だ
ろ
う
。
自
動
車
業
界
と
協
業

す
る
こ
と
で
、
海
外
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
を
開
発
し
た

り
、
海
外
の
電
気
自
動
車
の
ユ
ー

ザ
ー
に
電
力
を
供
給
し
た
り
す
る

な
ど
の
海
外
事
業
の
展
開
を
検
討

す
る
の
も
一
案
で
あ
る
。
自
動
車

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
が
融
合
し

つ
つ
あ
る
今
、
自
動
車
会
社
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
会
社
も
ユ
ー
ザ
ー
と
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
い
う
位
置
づ
け
を

越
え
て
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
の
関
係
を
構
築
す
る
必
要
が
あ

る
。（

次
回
は
9
月
18
日
付
に
掲
載

し
ま
す
）

さ さ き つとむ
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自動車会社とエネルギー会社は事業パートナーとしての関係構築を


